








要約:本年度は、これまでの研究から得られたことを基にして、乳幼児健診の質的充実のた

めに新たな健診システムを考案し、それを本市の保健所において試行し、評価検討を加え

た. 

新システムは、従来の 4ヵ月児健診にBCG 予防接種や、参加者同士の交流会などの母子の

健全育成を指向した内容を併設したものである。参加した人の意見や感想を調査したとこ

ろ、ほとんど全員がこのシステムに賛同しており、特に交流会に対して共感を示していた. 

時代の変遷とともに、特に都市部は、地域の連帯の希薄化、潜在的な育児不安の増大がい

われており・母子が健康増進をはかる上で,よい環境とはいえなくなっているようである。 

今後、健常児とその母親が多数集まる乳幼児健診の場を利用して、母親の仲間づくりの推

進など、母子の健全育成をめざした働きかけを行っていくことが、疾病の発見の充実と並

んで特に、都市部の母子保健システムの質的向上に必要であると考えた. 

この研究結果および過去 2年間の結果をふまえ、本市における乳幼児健診の望ましいシス

テムについて検討した。 


